
Sai 2018.10

9

Sai village

たばこと子どものお話し
みなさんこんにち

は。大間病院の藤原
です。
健康診断の結果に

要禁煙と書かれてい
たり、病院で禁煙し
てくださいと言われ
たりしたことのある方がいらっしゃると思い
ます。喫煙による本人への悪影響は最近では
ごく当たり前の知識かと思います。
今回は切り口を変えて、たばことお子さん

の成長にかかわるお話をします。
他人の吸っているたばこの煙を吸ってしま

うことを受動喫煙といいます。実は喫煙者が
フィルターを通して吸う煙よりも、たばこの
先から出て周囲の人が吸い込む煙（受動喫煙）
のほうが人体に有害なことはご存知ですか？

子どもが受動喫煙す
ると、乳児突然死症候
群、呼吸器症状（咳、
痰、息切れなど）、気管
支炎、肺炎、中耳炎の
危険性が上がります。

特に乳児突然死症候群の危険性は、両親とも
喫煙者の場合10倍も上がるといわれていま
す。ご自分のお子さんが頻繁に風邪をひいた
り、咳をしたりするのはあなたのたばこが原

因かもしれません。
他にも、家庭で受動喫煙することで数学や

読解力が低下するというデータが報告されて
います。お子さんに勉強しろと口うるさく言
う前に、まずは禁煙したほうがいいかもしれ
ませんよ？ ちなみに、屋外で喫煙してから
家の中に入るという方も中にはいらっしゃる
と思いますが、喫煙者の体や衣服に残ったた
ばこ臭も実はたばこの煙の成分です。これを
吸い込むことも人体に悪影響があります（三
次喫煙）。
いかがでしょう。

色々と書きました
が、以上のことは全
てでっち上げではあ
りません。お子さん
の健康や将来を大事
に考えるのであれ
ば、禁煙をお勧めします。ちなみに大間病院
では毎週金曜日11時から禁煙外来を行ってお
ります。⽛根性だ！⽜なんてことは言いませ
ん。一定の条件を満たせば健康保険などを
使って禁煙治療を受けられます。なかなかや
められないという方、一人で悩まず、病院で
相談してみてください。
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